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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性のトップシートと、液不透過性のバックシートと、これら両シートの間に配置
された吸収体とを有する吸収性本体が、連続シート部材に所定間隔で配置固定されており
、各吸収性本体間の中間領域にはパンツ型おむつの脚開口部を形成する空所部と、該空所
部を挟んで吸収性本体間に平行に跨る帯状の連続シート部材部分からなる２本の側縁連結
部を有しており、かつ、該２本の側縁連結部の一方における流れ方向の吸収性本体間の中
間部には略円形状又は略矩形状の切り欠き部が形成されている連続するパンツ型おむつ形
成部材を形成し、連続的に送給する工程、
　連続的に送給されるパンツ型おむつ形成部材を流れ方向に対して直角方向に２つ折りす
る折り重ね工程、
　前記折り重ね工程に続いて、
　連続するパンツ型おむつ形成部材の流れ方向に対して平行に、前記切り欠き部を跨いで
、両端部に止着部を有する止着テープ部材を該切り欠き部が形成されている一方の側縁連
結部の外面に配置し、両端部の止着部によって仮着する止着テープ部材仮着工程、
　隣接する吸収性本体間で重ね合わされている両側縁連結部を、前記切り欠き部の中心部
を通って流れ方向に対して直角方向に延びる帯状接合帯域を形成するように接合すると同
時に、前記止着テープ部材の長手方向中間部をも前記切り欠き部内で対面する他方の側縁
連結部の内面に接合する側縁連結部接合工程、
　該帯状接合帯域内の中間部を連続するパンツ型おむつ形成部材の流れ方向に対して直角
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方向に切断するパンツ型おむつ単体の切離し工程、
を有することを特徴とするパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【請求項２】
　前記連続するパンツ型おむつ形成部材を形成し、連続的に送給する工程が、液透過性の
トップシートと、液不透過性のバックシートと、これら両シートの間に配置された吸収体
とを有する吸収性本体が、互いに離間して平行状態で送られる２本の連続シート部材に所
定間隔で配置固定されており、各吸収性本体間の中間領域にはパンツ型おむつの脚開口部
を形成する空所部と、該空所部を挟んで吸収性本体間に平行に跨る帯状の連続シート部材
部分からなる２本の側縁連結部を有しており、かつ、該２本の側縁連結部の一方における
流れ方向中間部には略円形状又は略矩形状の切り欠き部が形成されている連続するパンツ
型おむつ形成部材を形成し、連続的に送給する工程よりなることを特徴とする請求項１記
載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【請求項３】
　前記連続するパンツ型おむつ形成部材を形成し、連続的に送給する工程が、液透過性の
トップシートと、液不透過性のバックシートと、これら両シートの間に配置された吸収体
とを有する吸収性本体が、該吸収性本体全体を覆う幅を有する連続シート部材内に所定間
隔で配置固定されており、各吸収性本体間の中間領域には該領域を刳り抜いた箇所からな
るパンツ型おむつの脚開口部を形成する空所部と、該空所部を挟んで吸収性本体間に平行
に跨る帯状の連続シート部材部分からなる２本の側縁連結部を有しており、かつ、該２本
の側縁連結部の一方における流れ方向中間部には略円形状又は略楕円形状の切り欠き部が
形成されている連続するパンツ型おむつ形成部材を形成し、連続的に送給する工程よりな
ることを特徴とする請求項１記載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【請求項４】
　前記側縁連結部接合工程において形成される前記切り欠き部の中心部を通って流れ方向
に対して直角方向に延びる帯状接合帯域が、所定幅の帯状の非接合帯域を挟んで平行配置
されている２本の帯状接合帯域からなり、
　前記パンツ型おむつ単体の切り離し工程が、上記所定幅の帯状の非接合帯域の中心部を
長手方向に切断する工程であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のパ
ンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【請求項５】
　前記切り欠き部を跨いで仮着されている止着テープ部材は、熱融着、圧着及び軽接着の
いずれかの手段によって仮着されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に
記載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パンツ型使い捨ておむつの製造方法に関するものである。さらに詳しくは、
本発明は、おむつ着用時に胴周り部の蒸れを防止し、使用後のおむつを着用者から外す際
に容易に外すことができるパンツ型使い捨ておむつの製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、パンツ型使い捨ておむつは、液透過性のトップシートと、液不透過性のバック
シートと、これら両シートの間に配置された吸収体とを具備するおむつ本体からなり、お
むつ本体の前後身頃の相対する両側縁を接合して、ウエスト周り開口部と一対の脚周り開
口部を形成し、さらに、各開口部に沿って伸縮弾性部材を配置して形成されている。そし
て、用途に応じて好適に使用できるように様々な形態のものが提案されており、乳幼児を
始めとして成人失禁者まで広く使用されている。
【０００３】
　このようなパンツ型使い捨ておむつは、ウエスト周り部と脚周り部のフィット性を高め
て漏れ防止効果の向上が図られているが、おむつのウエスト周りや脚周りの大きさより着
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用者のウエスト周りや脚周りが小さい場合にはその部分におむつが十分にフィットしない
ため、その部分から漏れが生じるという問題点を有している。
【０００４】
　上記のような問題点を改善するために、ウエスト周り開口部と脚周り開口部に沿って止
着テープを配置し、止着テープで各開口部を締め付けるようにしたパンツ型使い捨ておむ
つ（特許文献１）、ウエスト周り開口部に沿って止着テープを取付け、止着テープでウエ
スト周りを開口部を締め付けるようにしたパンツ型使い捨ておむつ（特許文献２）、両側
縁の胴周り部に締結片を取付け、締結片で胴周り部を締め付けるようにしたパンツ型使い
捨ておむつ（特許文献３、特許文献４）等が開示されている。
【０００５】
　しかしながら、上記従来のパンツ型使い捨ておむつは、いずれも、ウエスト周り部と脚
周り部のフィット性を高めて漏れ防止効果の向上を図っているため、着用者の胴周り部を
必要以上に覆う構造になっており、そのため着用者の胴周り部から脚周り部にかけての部
分が蒸れ易くなるという問題点を有している。
【０００６】
　さらに、パンツ型使い捨ておむつは、使用後のおむつを着用者から取り外す場合には前
後身頃を接合している側縁部の接合部を手で引裂いて外すことになるが、上記従来のパン
ツ型使い捨ておむつは、側縁部の接合状態によっては手で引裂き難い場合があり、引裂く
際に余分な力が加わっておむつから排泄物が外へ飛出してしまい、着用者の衣類や肌を汚
してしまうという問題点を有している。
【特許文献１】実開平５－３９５３１号公報
【特許文献２】特表平１０－５０３０９６号公報
【特許文献３】特開平５－３１７３５６号公報
【特許文献４】特表２００３－５３３２４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記従来のパンツ型使い捨ておむつの有する問題点を克服し、おむつ着用時
に胴周り部の蒸れを防止して良好な着用感が得られ、使用後のおむつを着用者から外す際
にも前後身頃の側縁部の接合部を容易に引裂くことができるパンツ型使い捨ておむつをす
でに特許出願しているが、本発明は、そのような着用感に優れ、着脱の操作性にも優れて
いる特殊な構造のパンツ型使い捨ておむつの効率的な製造方法を提供することを目的とす
るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記従来のパンツ型使い捨ておむつの有する問題点を解決するための本発明は、以下の
各発明から選択される。なお、以下の文中における各符号は添付図面の図１～９に各部位
又は部材を示す符号として使用されているものを、同じ部位又は部材について参考として
付与したものである。
【０００９】
　（１）液透過性のトップシートと、液不透過性のバックシートと、これら両シートの間
に配置された吸収体とを有する吸収性本体が、連続シート部材Ｓに所定間隔で配置固定さ
れており、各吸収性本体間の中間領域にはパンツ型おむつの脚開口部を形成する空所部（
Ｌ）と、該空所部を挟んで吸収性本体間に平行に跨る帯状の連続シート部材Ｓ部分からな
る２本の側縁連結部（３ａ，３ｂ）を有しており、かつ、該２本の側縁連結部の一方（３
ａ）における流れ方向中間部には略円形状又は略矩形状の切り欠き部が形成されている連
続するパンツ型おむつ形成部材Ａを形成し、連続的に送給する工程、
　連続的に送給されるパンツ型おむつ形成部材Ａを流れ方向に対して直角方向に２つ折り
する折り重ね工程、
　隣接する吸収性本体間で重ね合わされている両側縁連結部を、前記切り欠き部の中心部
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を通って流れ方向に対して直角方向に延びる帯状接合帯域を形成するように接合する工程
、
　該帯状接合帯域内の中間部を切断するパンツ型おむつ単体の切離し工程、
　を有することを特徴とするパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００１０】
（２）液透過性のトップシートと、液不透過性のバックシートと、これら両シートの間に
配置された吸収体とを有する吸収性本体（２）が、互いに離間して平行状態で送られる２
本の連続シート部材（Ｓ，Ｓ）に所定間隔で配置固定されており、各吸収性本体（２）間
の中間領域にはパンツ型おむつの脚開口部を形成する空所部（Ｌ）と、該空所部（Ｌ）を
挟んで吸収性本体間に平行に跨る帯状の連続シート部材（Ｓ、Ｓ）部分からなる２本の側
縁連結部（３ａ，３ｂ）を有しており、かつ、該２本の側縁連結部の一方（３ａ）におけ
る流れ方向中間部には略円形状又は略矩形状の切り欠き部（１２）が形成されている連続
するパンツ型おむつ形成部材（Ａ）を形成し、連続的に送給する工程、
　連続的に送給されるパンツ型おむつ形成部材（Ａ）を流れ方向に対して直角方向に２つ
折りする折り重ね工程、
　隣接する吸収性本体間で重ね合わされている両側縁連結部（３ａ，３ｂ）を、前記切り
欠き部（１２）の中心部を通って流れ方向に対して直角方向に延びる帯状接合帯域（７、
１４）を形成するように接合する工程、
　該帯状接合帯域内の中間部を切断するパンツ型おむつ単体の切離し工程、
　を有することを特徴とするパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００１１】
（３）液透過性のトップシートと、液不透過性のバックシートと、これら両シートの間に
配置された吸収体とを有する吸収性本体（２）が、該吸収性本体（２）全体を覆う幅を有
する連続シート部材（Ｓ）内に所定間隔で配置固定されており、各吸収性本体（２）間の
中間領域には該領域を刳り抜いた箇所からなるパンツ型おむつの脚開口部を形成する空所
部（Ｌ）と、該空所部を挟んで吸収性本体間に平行に跨る帯状の連続シート部材（Ｓ）部
分からなる２本の側縁連結部（３ａ，３ｂ）を有しており、かつ、該２本の側縁連結部の
一方（３ａ）における流れ方向中間部には略円形状又は略矩形状の切り欠き部（１２）が
形成されている連続するパンツ型おむつ形成部材（Ａ）を形成し、連続的に送給する工程
、
　連続的に送給されるパンツ型おむつ形成部材（Ａ）を流れ方向に対して直角方向に２つ
折りする折り重ね工程、
　隣接する吸収性本体（２）間で重ね合わされている両側縁連結部（３ａ，３ｂ）を、前
記切り欠き部（１２）の中心部を通って流れ方向に対して直角方向に延びる帯状接合帯域
（７、１４）を形成するように接合する工程、
　該帯状接合帯域（７，１４）内の中間部）を切断するパンツ型おむつ単体の切離し工程
、
　を有することを特徴とするパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００１２】
（４）前記折り重ね工程に続く工程として、
　パンツ型おむつ形成部材（Ａ）の流れ方向に対して平行に、前記一方の側縁連結部（３
ａ）内に形成されている切り欠き部（１２）を跨いで両端部に止着部（１５）を有する止
着テープ部材（１３）を該一方の側縁連結部（３ａ）の外面に仮着して配置する止着テー
プ仮着工程を有しており、
　前記接合工程では、吸収性本体（２）間で重なり合っている両側縁連結部（３ａ，３ｂ
）どうしが、前記切り欠き部（１２）の中心部を通って流れ方向に対して直角方向に延び
る帯状接合帯域（７，１４）を形成することによって接合されると同時に、該切り欠き部
（１２）を跨いで仮着されている止着テープ部材（１３）の長手方向中間部も対面してい
る他方の側縁連結部（３ｂ）の内面に接合され、
　前記切離し工程では、前記帯状接合帯域（７，１４）の中心部がその長手方向に切断さ
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れて、パンツ型おむつ単体（１）が切り離されることを特徴とする（１）項～（３）項の
いずれか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００１３】
（５）前記切り欠き部（１２）の中心部を通って流れ方向に対して直角方向に延びる帯状
接合帯域（７，１４）が、所定幅の帯状の非接合帯域（７’、１４’）を挟んで平行配置
されている２本の帯状接合帯域からなり、前記切り離し工程では、上記所定幅の帯状の非
接合帯域の中心部が長手方向に切断されることを特徴とする（１）項～（４）項のいずれ
か１項に記載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００１４】
（６）前記切り欠き部を跨いで仮着されている止着テープ部材は、熱融着、圧着及び軽接
着のいずれかの手段によって仮着されていることを特徴とする（４）項又は（５）項に記
載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００１５】
（７）前記止着テープ仮着工程の前のいずれかの工程間の工程として、前記一方の側縁連
結部外面における隣接する各切り欠き部間の位置に、止着テープ部材の止着部に対するタ
ーゲットシート部材を配置固定するターゲットテープ配置工程を有することを特徴とする
（４）項～（６）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００１６】
（８）前記止着テープ部材は、前記切り欠き部の流れ方向に垂直方向の幅よりも小さい幅
のテープ部材であることを特徴とする（４）項～（７）項のいずれか１項に記載のパンツ
型使い捨ておむつの製造方法。
【００１７】
（９）前記止着テープ部材は、粘着剤塗布部又は機械的ファスナーのフック部材を止着部
とすることを特徴とする（４）項～（８）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い捨てお
むつの製造方法。
【００１８】
（１０）前記止着テープ部材は、少なくとも一部に伸縮弾性部材が配置されている伸縮性
部材よりなることを特徴とする（４）項～（９）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い
捨ておむつの製造方法。
【００１９】
（１１）前記止着テープ仮着工程の前のいずれかの工程間の工程として、前記一方の側縁
連結部に形成されている切り欠き部と相対する他方の側縁連結部の内外面のいずれかの面
に、前記止着テープ部材の固定端部を形成する接合部を補強する補強シート部材を固定配
置する補強シート配置工程を有することを特徴とする（４）項～（１０）項のいずれか１
項に記載のパンツ型使い捨ておむつの製造方法。
【００２０】
（１２）前記吸収性本体は、両側縁部に防漏性立体ギャザーを有する吸収性本体であるこ
とを特徴とする（１）項～（１１）項のいずれか１項に記載のパンツ型使い捨ておむつの
製造方法。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明のパンツ型使い捨ておむつの製造方法によれば、前身頃と後身頃の相対する長手
方向両側縁部を接合して形成されているパンツ型おむつの一方の身頃側の側縁部には、少
なくとも１箇所に切り欠き部が形成され、切り欠き部が形成された部位でおむつの内側と
外側が連通している状態になっていて優れた蒸れ防止効果を有するパンツ型使い捨ておむ
つを効率よく製造することができる。
【００２２】
　また、本発明の方法によれば、切り欠き部が形成された側縁部において、前身頃と後身
頃のうちの一方の身頃に、他方の身頃と着脱可能な止着手段を有する止着テープを取り付
けるために工夫された効率的な手段を採択した工程を設けることにより、切り欠き部が形
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成された部位を止着テープで締め付けてフィット性を良好にすることが可能で、かつ、優
れた蒸れ防止効果をも有しているパンツ型使い捨ておむつをトラブルなく製造することが
可能である。
【００２３】
　本発明の方法に従って製造されるパンツ型使い捨ておむつは、切り欠き部が形成された
部位で通気性が良好となり、おむつ着用時に腰周り部の蒸れが防止されるのみならず、使
用後のおむつを接合部で引裂いて着用者から外す場合、切り欠き部があるためにおむつ側
縁部の接合部の長さが短くなっていて引裂き易いものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本発明のパンツ型使い捨ておむつの製造方法は、液透過性のトップシートと、液不透過
性のバックシートと、これら両シートの間に配置された吸収体とを有する吸収性本体と、
吸収性本体の前身頃と後身頃に配置され、吸収性本体の両側縁部から外側へ延出する長さ
を有する帯状の側縁連結部とからなり、おむつ長手方向に沿って相対する両側縁連結部を
接合してパンツ型に形成した、いわゆる２ピース型のパンツ型使い捨ておむつの製造方法
であって、前記接合されている両側縁連結部の少なくとも一方の身頃側におむつの内外を
連通している切り欠き部を有しているタイプのパンツ型使い捨ておむつを連続的に製造す
るための方法である。
【００２５】
　また、吸収性本体全体を覆って該吸収性本体を着用者に押し当てる外装部材を形成する
帯状のシート体内に所定間隔で配置固定されている吸収性本体の股下部の両側縁部におけ
るシート体部分を切り欠いて脚開口部となる空所部を形成し、吸収性本体の前後身頃の両
側縁部から流れ方向に延出しているシート体の部分からなる２本の側縁連結部を接合し、
該接合部の中間を切離して形成されるパンツ型使い捨ておむつの製造方法も本発明の範囲
に包含される。
【００２６】
　以下、図面を参照して、本発明のパンツ型使い捨ておむつとその製造工程を詳細に説明
するが、勿論、本発明は以下に示す具体的な製造例によって何ら限定されるものではない
。
　図１は、前身頃４と後身頃５の両側縁部の接合部７における前身頃４の側縁部におむつ
内外を連通する切り欠き部１２を有する図２に示されるパンツ型使い捨ておむつ１を製造
する方法を実施することができる連続工程を例として示す図である。
【００２７】
　図１において、符号１００は、連続するパンツ型おむつ形成部材Ａを形成し、次工程に
送り出す工程を示し、符号２００は、パンツ型使い捨ておむつ形成部材を流れ方向に対し
て直角方向に２つ折りして吸収性本体どうし及び平行する側縁連結部材３どうしを重ね合
わせる折り重ね工程を示し、符号３００は、吸収性本体間に位置する連結部材３の部分か
らなる前身頃側の帯状の側縁連結部材３ａ内に形成されている切り欠き部１２部分に止着
テープ部材１３を仮着する止着テープ仮着工程を示し、符号４００は、吸収性本体間の中
間部で止着テープを含んで重ね合わされている帯状の側縁連結部材部３ａ，３ｂどうしを
接合して帯状の接合帯域１４を形成する接合工程を示し、符号５００は、前工程４００で
形成された帯状の接合帯域７、１４の中間部を切断してパンツ型おむつ単体を切離す切断
工程を示している。
【００２８】
　連続するパンツ型おむつ形成部材Ａを形成する工程１００では、平行状態で供給される
２本の帯状の連続シート部材Ｓ１、Ｓ２間に跨って所定間隔で吸収性本体２を配置し、所
定間隔で配置されている吸収性本体２間に位置するシート部材Ｓ１の部分からなる前身頃
側の側縁連結部３ａの中間部に切り欠き部１２が形成される。この前身頃側の側縁連結部
３ａに形成される切り欠き部１２は、シート部材Ｓ１に吸収性本体２が所定間隔で配置さ
れる前に予めシート部材Ｓ１における側縁連結部３ａとなる予定箇所に設けてもよく、ま
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た、吸収性本体２を配置した後にそれらの中間部を切り欠いて設けてもよい。
【００２９】
　また、同じく吸収性本体２間に位置するシート部材Ｓ２の部分からなる後身頃側の側縁
連結部３ｂの中間部にはパンツ型使い捨ておむつの側縁接合部を強化するための補強シー
ト１７が配置される。
　この後身頃側の側縁連結部３ｂに形成される補強シート１７も、シート部材Ｓ２に吸収
性本体２が所定間隔で配置される前に予めシート部材Ｓ２に所定間隔で設けてもよく、ま
た、吸収性本体２を配置した後にそれらの中間部に接着することによって設けてもよい。
補強シートは、場合によっては、後続する折り重ね工程で折り重ねられた後の後身頃外面
に接着固定することによって設けることもできる。
【００３０】
　上記のように形成された連続するパンツ型おむつ形成部材Ａは、次いで折り重ね工程２
００に送られる。
　この折重ね工程２００では、連続するパンツ型おむつ形成部材Ａはその吸収性本体２の
股下部となる中間部から２つ折りして、前身頃側シート部材Ｓ１からなる側縁連結部３ａ
と後身頃側シート部材Ｓ２からなる側縁連結部３ｂを重ね合わせる。この状態では、前身
頃側の側縁連結部３ａに形成されている切り欠き部１２内には後身頃側の側縁連結部３ｂ
の内面が露出している。
【００３１】
　上記のように折り重ねられた連続するパンツ型おむつ形成部材Ａは、次いで止着テープ
仮着工程３００に送られる。
　止着テープ仮着工程３００では、両端部領域におむつのシート部材Ｓ１面、又は該Ｓ１
面に配置されるターゲットゾーンに止着可能な止着部を有する所定長さのテープ部材が、
切り欠き部１２を跨いで側縁連結部３ａの流れ方向両側の面に仮着される。この止着テー
プ部材を側縁連結部３ａ面に仮着する態様としては、前記側縁連結部３ａの面に面してい
る止着部又はそれ以外の止着テープ部材面を熱融着、圧着及び軽接着等の手段により該側
縁連結部３ａの面に剥離可能に接着する態様が挙げられる。
　前記止着テープ部材１３は、前記切り欠き部１２全体を塞ぐことがないように、切り欠
き部の流れ方向に垂直方向の幅よりも小さい幅のテープ部材であることが好ましい。
　また、止着テープ部材の止着部には、粘着剤層又は機械的ファスナーのフック部材等を
配置することができる。
　また、止着テープ部材は、少なくとも一部に伸縮弾性部材が配置されていて伸縮性を有
するテープ部材で形成されていることが好ましく、さらに、側縁連結部３ｂの内面とヒー
トシール加工によって強固に接合できる材料であることが好ましい。
【００３２】
　上記のように、折り重ねられ、切り欠き部に止着テープ部材が仮着された連続するパン
ツ型おむつ形成部材Ａは、次いで接合工程４００に送られる。
　この接合工程４００では、連続するパンツ型おむつ形成部材Ａは、前身頃側の側縁連結
部３ａと後身頃側の側縁連結部３ｂとを、前身頃側の側縁連結部３ａに形成されている切
り欠き部１２内の中間部を通って縦方向（流れ方向に対して垂直方向）に帯状接合帯域７
を形成するように接合される。この際に、止着テープ部材１３は、切り欠き部１２内に露
出している側縁連結部３ｂの内面に接合部１４において同時に接合される。
【００３３】
　接合手段としては、シート部材Ｓ１，Ｓ２及び止着テープ部材１３を共にヒートシール
可能な部材で構成し、ヒートシール加工とすることが好ましい。しかし、該接合手段とし
ては、接着剤による接着手段、特にホットメルトによる接着手段を採用することも可能で
ある。
　前記帯状接合帯域７及び１４は、丸Ｃで囲んだ切断工程部分の拡大図である図１０に示
すように、帯状の非接合帯域７’、１４’を間に挟んで平行に形成されていて、この非接
合帯域７’、１４’の中心部を長手方向に切断することが好ましい。
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　この接合工程で、止着テープ部材と接合される側縁連結部３ｂの外面に補強シート１７
が配置されていると、接合部１４の強度が高くなるので好ましい。
【００３４】
　上記のように、切り欠き部１２に止着テープ部材１３が仮着され、接合された連続する
パンツ型おむつ形成部材Ａは、次いで切離し工程５００に送られる。
　この切離し工程５００では、前工程で切り欠き部１２内を通って形成された帯状の接合
帯域７、１４内の帯状中間部（７’、１４’）が流れ方向に対して垂直方向に切断されて
パンツ型使い捨ておむつ単体が分離される。前記したように、接合帯域７、１４内の中間
部は帯状の非接合帯域非接合帯域（７’、１４’）とされていることが好ましく、この非
接合帯域の中心部を切断することによって、切断端縁をヒートシール等の接合部を切断し
たときに生じるゴワゴワ感のない端縁とすることができる。
【００３５】
　該切断端縁分離されたパンツ型使い捨ておむつ単体１は、切り欠き部１２内に露出して
いる後身頃側の側縁連結部３ｂの側縁部内面に接合部１４によって接合されている固定端
部を有しており、その自由端部はおむつの外面となる前身頃側の側縁連結部３ａ外面に仮
着されているので、使用時に剥離し易い配置状態である。また、優れた引っ張り強度を有
する止着テープの固定端部を、着用者に硬さやゴワゴワ感を与えることなく容易にパンツ
型使い捨ておむつの側縁部に形成することができる。
【００３６】
　以上のように、本発明のパンツ型使い捨ておむつの製造方法を構成する連続的な組合せ
工程は、使用時に剥離しやすい状態に仮着されている止着部を有する止着テープ部材を、
切り欠き部を形成しているおむつ側縁接合部に取り付けているという複雑な構造部分であ
るおむつ側縁接合部の形成工程を工夫された工程の組合せによって単純化し、トラブルの
ないパンツ型使い捨ておむつの製造を可能ならしめたことに、特に重要な技術的意義があ
るものである。
【００３７】
　図２は、本発明のパンツ型使い捨ておむつの製造方法によって製造できるパンツ型使い
捨ておむつの１例を示しており、パンツ型使い捨ておむつを組立てた状態を前身頃側から
見た斜視図である。
　図２において、パンツ型使い捨ておむつ１は、吸収性本体２と、吸収性本体２の長手方
向両端部領域に取付けられた帯状のシート部材３（図１における連続シート部材Ｓ１,Ｓ
２）とからなり、吸収性本体２が股下部６で折返され、前身頃４と後身頃５におけるおむ
つの側縁連結部３ａ，３ｂのおむつの長手方向に沿う両側縁部が接合部７において接合さ
れてウエスト周り開口部８と一対の脚周り開口部９が形成され、各開口部に沿って伸縮弾
性部材１０、１１が配置されており、さらに、胴周り部にも、吸収性本体２が存在しない
部位において、おむつの幅方向に複数本の伸縮弾性部材１０’が配置されている。
【００３８】
　また、前身頃４側の側縁連結部３ａの長手方向両側縁部には、切り欠き部１２が形成さ
れており、切り欠き部１２が形成された部位では、後身頃５側の側縁連結部３ｂと非接合
状態になっている。さらに、切り欠き部１２が形成された部位には止着テープ１３が配置
されており、止着テープ１３の一方の端部が後身頃５側の側縁連結部３ｂの側縁部内面と
接合部１４において接合されており、他方の端部領域には止着手段１５が取付けられてお
り、前身頃４側の側縁連結部３ａの表面に配置されたターゲットシート１６に着脱可能に
止着されている。
【００３９】
　なお、図２には、前身頃側の側縁連結部３ａの表面に止着テープの止着手段と止着可能
なターゲットシートを配置した例を示したが、側縁連結部３ａが止着手段と止着可能な材
料で形成されている場合には必ずしもターゲットシートを配置する必要はない。
【００４０】
　図３は、本発明の方法で製造できるパンツ型使い捨ておむつを組立てた状態を後身頃側
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から見た斜視図である。
　図３において、パンツ型使い捨ておむつ１の後身頃５側の側縁連結部３ｂの長手方向両
側縁部表面には、補強シート１７が配置されており、接合部７において側縁連結部３ｂに
接合されている。このように、補強シート１７を配置することにより、図２に示すように
、切り欠き部１２の部位に止着テープ１３を配置した場合、止着テープ１３を補強シート
１７で補強されている後身頃５側の側縁連結部３ｂに強固に接合することができるため、
止着テープ１３を引っ張って切り欠き部１２が形成された部位を締め付けるための操作を
容易に行なうことができるようになる。
【００４１】
　なお、図２及び図３では、胴周り部の伸縮弾性部材１０’が、吸収性本体２が存在する
部位には配置されていない不連続の状態で配置された例を示したが、胴周り部全体に亘っ
て連続して配置しても良い。
【００４２】
　図４は、本発明の製造方法で製造できるパンツ型使い捨ておむつの側縁接合部７を引き
剥がして展開した状態におけるトップシート側から見た一部切り欠き展開平面図である。
　図４において、パンツ型使い捨ておむつ１は、吸収性本体２と帯状の側縁連結部３ａ，
３ｂとからなり、吸収性本体２は、液透過性のトップシート２１と、液不透過性のバック
シート２２と、これら両シートの間に配置された吸収体２３とから基本的に形成されてい
る。
【００４３】
　２つの側縁連結部３ａ，３ｂは、吸収性本体２の前身頃４と後身頃５において、帯状の
連続シート部材３が吸収性本体２の側縁部から外側に延出している延出部によって形成さ
れている。２つの側縁連結部３ａ，３ｂの先端部は互いに接合されて図２に示されるよう
におむつ側縁部の接合部７を形成している。
　また、両側縁連結部３ａ，３ｂの前身頃側の側縁連結部３ａには切り欠き部１２が形成
され、後身頃側の側縁連結部３ｂの内側には止着テープ１３の一方の端部が接合されて固
定端部を形成している。
【００４４】
　また、両側縁連結部３ａ，３ｂの長手方向端縁部はウエスト周り開口より外側に延出し
ている延出部を、ウエスト周り端部を覆っておむつ内部側に折り返し、折り返した箇所に
ウエスト周り伸縮弾性部材１０を配置し、胴周り部の位置には胴周り伸縮弾性部材１０’
を配置した状態とされていてもよい。
　前身頃４側の側縁連結部３ａの長手方向両側縁部には切り欠き部１２が形成されている
。また、吸収性本体２の股下部６の脚周り開口部の両側縁部の位置には脚周り伸縮弾性部
材１１が配置されており、脚周り伸縮弾性部材１１の内側には、おむつの長手方向に一対
の立体ギャザー１８が配置されていることが好ましい。
【００４５】
　図５は、本発明のパンツ型使い捨ておむつを組立てた状態を前身頃側から見た斜視図で
あり、図２とは異なる例を示している。なお、図５において、図２と同じ部分には同じ符
号が付してあり、重複する説明は省略する。
　図５において、前身頃４側の側縁連結部３ａの両側縁部には、それぞれウエスト周り開
口部側の上辺を含む領域と脚周り開口部側の下辺を含む領域の２箇所に切り欠き部１２が
形成されており、切り欠き部が形成された部位に止着テープ１３が取付けられている。
　この図に示されるパンツ型使い捨ておむつの場合、前記図２～図３に示されているパン
ツ型使い捨ておむつと同様にして、切り欠き部１２を２箇所に設け、止着テープ部材を該
２箇所の切り欠き部を跨いで設けることによって製造することができる。
【００４６】
　図６は、本発明の製造方法によって製造されるパンツ型使い捨ておむつにおいて、前後
身頃の側縁部に切り欠き部が形成された部位の状態を示す部分拡大平面図である。
　図６において、前身頃４側の側縁連結部３ａの側縁部に切り欠き部１２が形成されてお
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り、切り欠き部１２が形成された部位では、前身頃側の連結部３ａと後身頃側の連結部３
ｂが非接合状態になっている。さらに、切り欠き部１２が形成された部位には止着テープ
１３が配置されており、止着テープ１３の一方の端部が後身頃側の連結部３ｂの側縁部と
接合部１４を介して接合されており、他方の端部領域には止着手段１５が取付けられてお
り、前身頃４側の側縁連結部３ａの表面に着脱可能に止着されている。
【００４７】
　図７は、図６に示す切り欠き部が形成された部位をＸ－Ｘ線に沿って切断した状態を示
す断面図である。図７において、側縁連結部３ａ，３ｂは２枚の不織布３１、３２からな
り、２枚の不織布３１、３２の間に伸縮弾性部材（図示せず）を配置して形成されている
。
　また、前身頃４側の側縁連結部３ａの側縁部に切り欠き部１２が形成され、切り欠き部
１２が形成された部位では前身頃４側と後身頃５側の側縁連結部３ｂは非接合状態になっ
ている。さらに、切り欠き部１２が形成された部位には止着テープ１３が配置されており
、止着テープ１３の一方の端部が、後身頃５側の側縁連結部３ｂの側縁部及び側縁連結用
部３ｂ表面に配置された補強シート１７と共に、接合部１４を介して接合されており、止
着テープ１３の他方の端部領域には止着手段１５としての面ファスナーのフック材が取付
けられており、前身頃４側の側縁連結部３ａの表面に着脱可能に止着されている。
【００４８】
　図８は、図６に示す切り欠き部が形成された部位をＸ－Ｘ線に沿って切断した状態を示
す断面図であり、図７とは異なる例を示している。なお、図８において、図７と同じ部分
には同じ符号が付してあり、重複する説明は省略する。
　図８には、補強シート１７が、後身頃５側の側縁連結部３ｂを形成する２枚の不織布３
１、３２の間に配置されている状態の例が示されている。
【００４９】
　図９は、図６に示す切り欠き部が形成された部位をＸ－Ｘ線に沿って切断した状態を示
す断面図であり、図７及び図８とは異なる例を示している。なお、図９において、図７、
図８と同じ部分には同じ符号が付してあり、重複する説明は省略する。
　図９には、補強シート１７が、後身頃５側の側縁連結部３ｂを形成する２枚の不織布３
１、３２の不織布３１の外面に配置されている状態の例が示されている。
【００５０】
　図１０は、図１の工程図において、丸Ｃで囲まれている切断工程４００部分の拡大図で
ある。
　帯状接合帯域７，１４は、間に帯状の非接合帯域７’、１４’を挟んで平行な帯状のヒ
ートシール部として形成されている。
　この帯状の非絵都合帯域の中心部を長手方向に切断することによってパンツ型使い捨て
おむつ単体が形成される。このように形成されたパンツ型使い捨ておむつの両側縁接合部
は、その端縁部がヒートシール部のない柔らかな感触の端縁部となるので、使用者にゴワ
ゴワ感を与えることがない。
【００５１】
　以下、本発明のパンツ型使い捨ておむつの製造方法において使用される材料について説
明するが、本発明は、これらによって何等制限されるものではない。
【００５２】
　本発明において、液透過性のトップシートとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、
ポリエステル、その他の熱可塑性樹脂を原料とした合成繊維等からなる不織布に親水化処
理を施したものが用いられる。
【００５３】
　本発明において、液不透過性、かつ、通気性のバックシートとしては、微孔を設けたポ
リエチレンシート、あるいは熱可塑性樹脂にフィラーを加えて延伸したシートのような透
湿性のある液体不透過性のシートが用いられる。このようなシートを用いると、ムレが改
善されるため快適な着用感が得られる。さらに、このようなシートの外側に不織布からな
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るカバーシートを貼り合わせた積層構造のシートを用いることもできる。
【００５４】
　本発明において、吸収体としては、通常の使いすておむつのような吸収性物品に使用さ
れるものであればいずれも使用することができる。すなわち、綿状パルプと高吸収性ポリ
マー（ＳＡＰ）を併用したもの、さらに熱融着繊維を加えたもの等を使用することができ
、全体をティッシュのような親水性シートで包まれているものが好ましい。その他、親水
性シートの片面にＳＡＰの層を設けたもの、２枚の親水性シートの間にＳＡＰを挟持した
もの等のシート状の吸収体も使用することができる。また、吸収体の形状は、砂時計型で
も矩形でも良い。
【００５５】
　本発明において、側縁連結部３ａ，３ｂを形成するシート部材３としては、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリエステル、その他の熱溶融性樹脂を原料とした合成繊維を含有
する不織布により形成することができる。上記不織布は、上記原料合成繊維の単体からな
る繊維、または２種類の合成樹脂原料を使用した芯鞘繊維を１種類または複数混合したも
のから構成される。また、不織布は、熱溶融性合成繊維と他の天然繊維又は合成繊維の混
合原料から製造されるものであってもよい。シート部材３は、これらの不織布を１枚で、
あるいは、２枚以上のものを重ね合わせた状態で、さらには１枚の不織布を折畳んだ状態
で使用することができる。
【００５６】
　本発明において、おむつの側縁連結部、脚周り開口部及びウエスト周り開口部に配置さ
れる伸縮弾性部材としては、天然系、合成系の糸ゴム、平ゴム等の通常の使いすておむつ
に使用される伸縮弾性部材をそのまま使用することができ、これらの伸縮弾性部材を伸長
状態で配置し、ホットメルト接着剤などにより接着固定される。
【００５７】
　本発明において、止着テープは、基材シートの一方の端部領域に止着手段を配置して形
成される。
　基材シートとしては、着用者の肌に触れる可能性があるため、柔軟な材料で形成するこ
とが好ましく、また、伸縮性を有することが好ましく、伸縮性フィルム、平ゴム、糸ゴム
などを不織布で挟持固定したシート、伸縮性フォーム等を用いることができる。また、止
着手段としては、各種粘着剤、面ファスナーのフック材等を用いることができる。
【００５８】
　本発明において、止着テープの止着手段と着脱可能に止着されるターゲットシートとし
ては、止着手段が粘着剤で形成されている場合には、粘着剤と再接着、再剥離が可能な各
種の合成樹脂からなるフィルムが用いられ、止着手段が面ファスナーのフック材で形成さ
れている場合には、フック材と係合可能なループ材や不織布が用いられる。
【００５９】
　本発明において、補強シートは、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、その
他の熱可塑性樹脂を原料とした合成繊維等からなる熱融着可能な不織布で形成することが
でき、その坪量は、２０～１００ｇ／ｍ2 であることが好ましく、４０～７０ｇ／ｍ2 で
あることがより好ましい。
【００６０】
　本発明のパンツ型使い捨ておむつは、液透過性のトップシートと、液不透過性のバック
シートと、これら両シートの間に配置された吸収体とを有するおむつ本体の前後身頃の長
手方向両側縁部にサイドパネルを取付け、サイドパネルの相対する側縁部を接合してパン
ツ型に形成したものであっても良い。
　本発明において、サイドパネルとしては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステ
ル、その他の熱可塑性樹脂を原料とした合成繊維等からなる熱融着可能な不織布で形成す
ることができ、伸縮性フィルム、伸縮性ネット、平ゴム、糸ゴム、伸縮性フォーム等の伸
縮弾性部材を伸張状態で、ホットメルト接着剤などによる接着固定や熱接着で、前記不織
布間に挟持固定したシートを用いることができる。また、前記伸縮弾性部材を自然長のま
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ま、伸張可能な不織布で挟持・固定して伸縮可能にしたシートを用いることもできる。
【００６１】
　また、本発明のパンツ型使い捨ておむつは、液透過性のトップシートと、液不透過性の
バックシートと、これら両シートの間に配置された吸収体とを有する吸収性本体と、吸収
性本体が取付けられ、これを着用者に当てて保持する外装部材とからなり、該外装部材の
前身頃と後身頃の相対する両側縁部を接合してパンツ型に形成したものであっても良い。
　本発明において、外装部材としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、
その他の熱可塑性樹脂を原料とした合成繊維等からなる不織布で形成することができ、こ
れらの不織布を単独で、あるいは数種類のものを張合わせて用いることができる。
【００６２】
　本発明において、パンツ型使い捨ておむつには、その長手方向に沿って一対の立体ギャ
ザーを配置することが好ましい。立体ギャザーは、各種の素材により形成することができ
る。例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、その他の熱可塑性樹脂を原
料とした合成繊維からなる通気性を有する撥水性の不織布を用いて形成することができる
。あるいは、サイドフラップを形成する不織布として広幅のものを用い、サイドフラップ
を形成するとともにおむつの内側へ延出する部分で立体ギャザーを形成しても良い。さら
に、トップシートとして広幅のものを用い、トップシートの吸収体の両側縁から延出する
部分で立体ギャザーを形成しても良い。
【００６３】
　また、立体ギャザーの自由部の側縁部には伸縮弾性部材が配置されている。伸縮弾性部
材としては、天然系、合成系の糸ゴム、平ゴム等の通常の使いすておむつに使用される伸
縮弾性部材をそのまま使用することができ、これらの伸縮弾性部材を伸長状態で自由部の
側縁部に配置し、ホットメルト接着剤などにより接着固定される。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本発明の方法で製造されるパンツ型使い捨ておむつは、前身頃と後身頃の相対する長手
方向両側縁部を接合して形成されており、少なくとも一方の身頃の側縁連結部には少なく
とも１箇所に切り欠き部が形成され、切り欠き部が形成された部位では前身頃と後身頃は
非接合状態になっている。このような構成の本発明のパンツ型使い捨ておむつは、切り欠
き部が形成された部位では前後身頃が非接合状態となっているため、通気性が良好となり
、おむつ着用時に腰周り部の蒸れが防止される。また、使用後のおむつを接合部で引裂い
て着用者から外す場合、切り欠き部の部位では接合部が形成されていないため、接合部の
長さが短くなっており、引裂き易いものである。
【００６５】
　さらに、本発明のパンツ型使い捨ておむつは、切り欠き部が形成された部位において、
前身頃と後身頃のうちの一方の身頃に、他方の身頃と着脱可能な止着手段を有する止着テ
ープを取付けることにより、切り欠き部が形成された部位を止着テープで締め付けて、こ
の部位のフィット性を良好にすることが可能となるものであり、乳幼児を始めとして成人
失禁者用のパンツ型使い捨ておむつとして有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明のパンツ型使い捨ておむつの製造工程を示す図である。
【図２】本発明のパンツ型使い捨ておむつを組立てた状態を前身頃側から見た斜視図であ
る。
【図３】本発明のパンツ型使い捨ておむつを組立てた状態を後身頃側から見た斜視図であ
る。
【図４】本発明のパンツ型使い捨ておむつを組立てる前の状態をトップシート側から見た
一部切り欠き展開平面図である。
【図５】本発明のパンツ型使い捨ておむつを組立てた状態を前身頃側から見た場合の他の
例を示す斜視図である。
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【図６】本発明のパンツ型使い捨ておむつの前後身頃の側縁部に切り欠き部が形成された
部位の状態を示す部分拡大平面図である。
【図７】図６に示す切り欠き部が形成された部位をＸ－Ｘ線に沿って切断した状態を示す
断面図である。
【図８】図６に示す切り欠き部が形成された部位をＸ－Ｘ線に沿って切断した状態の他の
例を示す断面図である。
【図９】図６に示す切り欠き部が形成された部位をＸ－Ｘ線に沿って切断した状態のさら
に別の例を示す断面図である。
【図１０】図１の丸Ｃで囲んだ切断工程部分の拡大図である。
【符号の説明】
【００６７】
１：パンツ型使い捨ておむつ
２：吸収性本体
３：連続シート部材
４：前身頃
５：後身頃
６：股下部
７：接合部
７’：非接合部
８：ウエスト周り開口部
９：脚周り開口部
１０：伸縮弾性部材
１０’：伸縮弾性部材
１１：伸縮弾性部材
１２：切り欠き部
１３：止着テープ
１４：接合部
１４’：非接合部
１５：止着手段
１６：ターゲットシート
１７：補強シート
１８：立体ギャザー
２１：トップシート
２２：バックシート
２３：吸収体
３１：不織布
３２：不織布
３ａ：前身頃側側縁連結部
３ｂ：後身頃側側縁連結部
１００：パンツ型使い捨ておむつ形成部材形成工程
２００：折り重ね工程
３００：止着テープ仮着工程
４００：接合工程
５００：切離し工程
Ａ：パンツ型使い捨ておむつ形成部材
Ｂ：中心線
Ｌ：脚開口部形成用空所部
Ｓ１，Ｓ２：連続シート部材
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